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府立春日丘高等学校
校長　　中原　光子
令和３年度　学校経営計画及び学校評価
１　めざす学校像
	時代を超えて受け継ぐ「自主・自律・自由」の校風のもと、予測不能な21世紀社会をしなやかにたくましく生き抜く力を育み、多様性を認め、人と人・社会との繋がりを大切に行動する意識を醸成し、それらによってこれからの多文化共生社会をリードし、より良い世界を創ることに貢献できる人間を育成する学校
　そのために、すべての教育活動を通じて、以下の力を育む。
　　１．幅広い教養を身に着け、主体的に学ぶことができ、自らのキャリアをデザインする力
　　２．広い視野と当事者意識を持って社会や世界の課題に向き合い、意見の交換や調整を通して協働して課題を解決する力
　　３．多様性を認識し、互いに切磋琢磨し支え合いながら、未知なるものに果敢に挑戦し、新しい価値を創造する力
　また、このような教育活動を推進するために、教職員の同僚性を高め、新たな課題に対してもチームで克服できる体制を整え、学校力を向上させる。


２　中期的目標
	１　幅広い教養を身に着け、主体的に学ぶことができ、自らのキャリアをデザインする力を育む。
ア　生徒が自ら課題設定ができ自学自習できるように、主体的な学びの姿勢を引き出して、積極的意欲的に学習に取り組む力を育成する。
イ　体験的な活動や探究的な学習等を取り入れて、課題を設定し解決する力や、科学的で論理的な見方、考え方、表現力等を育成する。
ウ　新学習指導要領や高大接続改革など、新たな教育課題に対応できるよう組織的に教員の授業力の向上をめざす。
エ　三年間を見据えた進路指導計画を更新し、生徒・教職員・保護者間でその内容を共有し、進路指導を充実させる。
オ　「総合的な探究の時間」を進路探究と位置づけ、段階的なキャリア形成を支援し、全ての生徒の進路希望の実現を図る。
※　授業アンケートにおいて、授業に対する生徒の興味・関心の喚起と知識・技能の定着の観点から授業を評価し、継続的な向上を図る。
※　学校教育自己診断において、生徒「授業は自分の学力向上に役立っている」の積極的回答、令和３年度85%以上とし、令和５年度90%をめざす。（平成30年度：80.8%、令和元年度:88.6%、令和２年度82.4%）
※　生徒の進路希望の実現を図り、令和５年度に、京大・阪大・神大の現役合格者数30名以上（平成30年度：21名、令和元年度:25名、令和２年度：　　30名）を含む国公立大現役合格者数120名（平成30年度：62名,令和元年度：102名、令和２年度：109）をめざす。
２　広い視野と当事者意識を持って社会や世界の課題に向き合い、意見の交換や調整を通して協働して課題を解決する力を育む。
ア　「自主・自律・自由」の精神の本校の伝統を引き継ぎ、Withコロナの時代の新しい生活様式の下で意欲的に活動する力を育む。
イ　さまざまな学校行事や生徒会活動の中で、協力と協働の精神を育み、ともに高めあう力や自主的に活動する力を育成する。
ウ　生徒会活動・ボランティア活動の活性化を図り、地域や社会との関わりの中で成長させる。
エ　社会や世界の課題に触れ、それについて仲間とともに解決策を模索し、自分たちの考えを発信する力を育てる。
※　学校教育自己診断において、令和５年度に、生徒「生徒会活動や学校行事に積極的に参加している」の積極的回答を90%以上維持。（平成30年度：86.3%、令和元年度：82.7%、令和２年度：92.3%）
※　プレゼンテーションしたり、ポスターセッションする機会を全学年で持ち、令和５年度までに学年を超えて学び合う機会を設ける。
３　多様性を認識し、互いに切磋琢磨し支え合いながら、未知なるものに果敢に挑戦し、新しい価値を創造する力を育む。
ア　部活動・生徒会活動・学校行事等において、コミュニケーション力・調整力を養い、良好な人間関係を構築する力を育む。
イ　人権尊重の意識の向上に努める。また、安全安心な学校づくりを推進し、教育相談委員会による心の支援機能を充実強化する。
ウ　留学生や姉妹校との交流を含め、国際交流等の多様な機会を設けて、異文化理解を深め、コミュニケーション能力を高める。
エ　ユネスコスクールの取組みを様々な教育活動において発展させる中で、世界の持続発展に貢献できる力を育む。
※　令和５年度までに、１年次の部活動加入率 95%以上の維持を図る。（平成30年度：98.8%、令和元年度:98.8%、令和２年度95.6%）
※　保護者向け学校教育自己診断で、令和５年度までに、生徒の自主・自律・自由を重んじる校風に対する支持率90%以上の水準維持に努める。（平成30年度：94.3%、令和元年度:93.6%、令和２年度：91.5%）
４　教職員の同僚性を高め、新たな課題に対してもチームで克服できる体制を整え、学校力の向上を図る。
　　　　ア　業務の見直し、組織の再編等により、より機能的な体制を作り、時間外勤務時間の縮小をめざす。
　　　　イ　学年・分掌・教科間の連携を密にし、課題の共有や見える化を進め、諸課題に対して組織としてよりスムーズに動ける体制を構築する。
　　　　ウ　諸課題に関する校内研修での学ぶ機会を設け、チームで取り組む体制を整え、組織的・継続的な人材育成を行う。
　　　　※　時間外勤務時間の月平均を令和５年度まで毎年、前年度より減らす。（令和元年度：32.2時間、令和２年度：33.1時間）
※　学校教育自己診断において、教職員の「各分掌や各学年間の連携が円滑に行われ、有機的に連携している」令和５年度に60%以上をめざす。
（令和元年度：31.0%、令和２年度：46.4%）　　　　　


【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和3年11月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	【学校生活全般】「学校へ行くのが楽しい」89.9 %【91.9%】が気になるが、行事の充実感は、84.1%【78.6%】なので、withコロナの生活が長引いていることの影響が考えられる。よりきめ細やかな対応が必要となってくる。
【授業】「学力向上に役立っている」86.6％【82.4％】「子供はわかりやすく楽しいと言っている」58.2％【54.6％】ともに4ポイントアップ。新学習指導要領の年次進行となる次年度以降は、新しい科目もあり、授業の工夫がさらに求められる。
【キャリア教育支援】総合的な探究の時間の進路探究や情報発信に力を注いでいる。保護者の「情報の伝わり方」62.8％【58.4％】も改善された。引き続き、工夫を続けたい。
【その他】「担任以外に気軽に相談できる先生がいる」67.2%、「困っていることがあれば真剣に対応してくれる」91.3％【88.5％】、教育相談の保護者への周知58.8％【54.6%】、教職員の教育相談体制の整備66.7％【60.8％】コロナ禍が長引く中、さらなる充実をはかりたい。
※数字はすべて積極的回答。【　】内は前年度






	第１回　（７月書面開催）
〇１人１台端末活用等について
・個々の教員や教科で対応に差が出ると予想されるので、学校へのきめ細かなサポート体制が重要である。
〇キャリア形成支援
・現時点での志望動機に拘らずに、将来フレキシブルに進路を考える姿勢を持たせことが肝要だと思う。
第２回　（11/２）
〇１人１台端末の活用状況について
・タブレットはあくまで学力をつけるための道具であって、それを使うための授業になっていないか。あくまで道具なので、そこに時間をとられてほしくない。
〇キャリア教育について
・自分の世界を限定的にしか見ることができないのは良くない。すそ野を広げるようなキャリア教育が大切。もっと広い世界を見渡せる視野を持たせることが必要なので、できるだけ多くのことに興味を持たせることが重要ではないか。
第3回　（2月書面開催）
〇コロナ禍が長期化し、その困難な中で、新たな取組を含めて着実に進められ、一定の成果を上げている点は、高く評価されるべきと思う。
〇「学校に行くのが楽しい」を含め、学校生活を肯定的に生徒が捉えている点は素晴らしく、校風だけでなく、教員の方々の努力の成果と感じる。
〇次年度入学生から文理選択が1年次になるが、キャリア教育・形成支援における広い視野を持たせるための取組を進めて、生徒たちがよりポジティブな選択をするような指導を期待する。
〇コロナ禍で伝統の行事が途切れているものもあるので、来年度はぜひ復活させてもらいたい。
〇遅刻数や読書率は、毎年課題に上がっている。図書室の利用率も含めて、向上するように取り組んでいただきたい。
[bookmark: _GoBack]〇１人１台端末の活用方法は試行錯誤が必要だと思うので、先生同士がチーム一丸となって取り組んでいただきたい。


３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の
重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標〔R２年度値〕
	自己評価

	１　幅広い教養を身に着け、主体的に学ぶことができ、自らのキャリアをデザインする力を育む
	ア
積極的・意欲的に学習に取り組む力の育成





イ
様々な学習の工夫










ウ
授業力の向上








エ
進路指導の充実





オ
キャリア形成支援による進路希望の実現
	ア
・力をつける授業を基本に、小テスト・課題等の効果的な活用を行い、主体的かつ積極的に学習に取り組む姿勢を育成する。
・前年度の学びの定着等へも配慮し、学校生活実態調査や模擬試験等の分析会を行い、定着の低い分野等の補強等に活かす。


イ
・各教科で探究的な学習に取り組んだり、学ぶことの楽しさを知る機会を設ける。
・英語四技能を伸ばし、実用的な英語力を育成する取組を行う。


・学習支援クラウドサービスの活用や１人１台端末導
入に向けて校内体制（ICT活用PT：各教科、各学年１名）を整備し、研修や好事例の共有を行い、取り組みやすい環境を作る。


ウ
・互見授業を実施し、フランクに授業について話し合
える機会を設けると同時に、組織的な授業力向上の取
組みを行う。
・観点別学習状況の評価方法について教科で決定し、
授業力向上につなげる。また、評価に係る教務内規の
改訂を行う。観点PT（各教科１名）により推進する。



エ
・３年間の進路指導計画について、教職員間の共有を
徹底し、生徒・保護者への周知を行う。




・
オ
・「総合的な探究の時間」を進路探究と位置づけ、３年
間を見通した計画を策定し、自らの将来を切り拓く力
をつける。
・１年次より自分の将来を描くことができるよう将来
について考える機会を設け、より広い視野で将来につ
いて考える機会を設け、生徒の進路希望の実現を図る。




・生徒のニーズに合う、効果的なサタデーセミナー（サ
タゼミ）を実施する。

　
	ア
・学校教育自己診断「授業は自分の学力向上に役立っている」の積極的回答85%以上。〔82.4%〕
・小テスト・課題等の効果的な活用について教員研修実施１回。〔新規〕
・担任及び教科担当参加の分析会の実施各学期１回。〔新規〕


イ
・サイエンスレクチャー２回実施〔１〕。
・SDGsに関する取組の実施２回 〔新規〕
・１年：グループでのプレゼンテーション１回
２年：スピーチ１回、英語エッセイ集の発行等
これまでの取組を維持する。〔維持〕

・ICT活用PT主催で好事例を共有する機会等の研修の実施２回〔新規〕




ウ
・互見授業　全教員実施。感想シートを活用。
・全教科で研究授業を実施する。

・各教科で試行を行い、問題点等を共有し、改善につなげる。観点PT主催の研修の実施３回
〔新規〕



エ
・各学年1回保護者への周知の機会を設ける。〔新規〕
・学校教育自己診断の積極的回答「進路に関する必要な情報を提供」生徒：85%以上維持。
〔85.2%〕保護者：「進路指導の適切さ」前年より増〔69.1%〕「情報の伝わり方」60%以上〔58.4%〕をめざす。
オ
・進路指導部の分掌とし、担任団や教科・委員会等と連携して、高校卒業後だけでなく、その後の人生についても考える機会を持つ。
　１・２年生：各１回以上〔新規〕
・学校教育自己診断の積極的回答　生徒「将来の進路や生き方を考える機会がある。」80%台維持。〔83.4%〕　
・京大阪大神大の現役合格者数30名前後〔30〕を含む国公立大への現役合格者数110名以上。〔109〕
・新たなサタゼミの実施とその検証を行う。
実施10回。検証のための資料作成。〔R２中止〕
	ア
・86.1%（◎）次年度も85%以上維持をめざす。
・観点別学習状況の評価に関する研修内で、各教科の取組を表計算ソフト上で共有（○）
・進路指導部による分析会の改善、教科の指導に活かす方針のもと実施（○）次年度は全体で意義を共有し、生徒の学力向上により効果があるように取り組みたい。

イ
・信州大学教授と研究所勤務経験のある教職員を講師として２回実施。（○）
・教科、総合的な探究の時間等で実施５回（◎）
・取組の継承。プレゼンテーションソフトやタブレットの活用も進んでいる（○）


・各教科・各学年のICT活用PTのメンバーにより、教科・学年での活用を進め、必要に応じて双方向の試行も兼ねるなど、内容も臨機応変に変更したり、ワークショップ形式を工夫するなどして、計５回実施（◎）


ウ
・全員実施（○）
・全教科で実施し、観点別学習状況の評価につなげる（○）
・研修３回実施（○）各教科１名からなるPTで
教科への働きかけを行う。



エ
・保護者説明会や進路だよりを通じて発信（○）
・生徒「必要な情報提供」90.4%　保護者「指導の適切さ」71.5%「情報の伝わり方」62.8%といずれも向上（◎）



オ
・学年進路中心に、担任団と連携。１年生「藤蔭講座（卒業生の講演）」、２年生「分野別講座」を実施（◎）

・「将来を考える機会がある」89.3%　来年度は、１年次に文理選択を行うように変更したので、そのためのアプローチを工夫する必要がある。
・京大阪大神大の現役合格者数26名を含む国公立大学への現役合格者数122名。（◎）

・大学生（卒業生）をチューターとした。申込者は414名（直近3年は、300名足らず）実施８回（緊急事態宣言等で中止２回）総括資料作成(◎)

	２　広い視野と当事者意識を持って社会や世界の課題に向き合い、
　意見の交換や調整を通じて協同して課題を解決する力を育む
	ア
伝統の継承と新しい生活様式の下での意欲的に活動する力


イ
学校行事・生徒会活動の中で、高め合う力・自主的に活動する力の育成

ウ
地域や社会との関わりの中での成長




エ
自分たちの考えを発信する機会
	ア
・昨年度中止・縮小された学校行事の円滑な実施。




・「自主・自律・自由」の本質を理解し、TPOを意識し
て行動ができる生徒の育成。



イ
・生徒図書委員会の選書活動や国語科の生徒文集「あ
ゆみ」内の読書感想文などの取組を通じて、読書活動
の充実を図る。



ウ
・地元NPOや中学校との連携をさらに深め、生徒が社
会の課題と向き合うきっかけとする。

・高大連携の推進により、地域の教育力向上に貢献す
る。



エ
・様々な行事の中で、社会が世界の課題に触れ、仲間
とともに考え、自分たちの意見を発信する力を育成す
る。

	ア
・これまで９月実施だった体育祭を新たに６月実施とする。また、新たな形態で音楽会を実施する。その円滑な実施と生徒の満足度（アンケートによる肯定的回答）90%をめざす。〔新規〕
・１日の遅刻数8.5日以下。〔8.3日〕




イ
・学校教育自己診断の「読書率」40%以上〔34.9%〕





ウ
・昨年度中止になった取組の復活や新たな取組への参加２回以上。〔新規〕
・NPOとの連携　２回以上〔新規〕

・立命館大学や大阪教育大学との連携による事業の展開や地域の中学校との交流等の実施。
３回以上〔R２中止〕

エ
・「総合的な探究の時間」での取組みをクラス・学年で発表する機会を１・２年生で持つ。また、その質を向上させる。
	ア
・感染症の影響で、体育祭は９月実施。文化祭も含む肯定的回答84.1%【78.6%】で、文化祭に文化部が参加できなかったことへの否定的意見があると考えられる。音楽会は、形態を変え、学年全員で鑑賞できた（○）
・１日の遅刻数10.8日（△）理由に関わらずすべての遅刻を対象にしている。次年度も担任のきめ細やかな対応を継続し、学年と生徒部との連携をさらに強めて行く。

イ
・「読書率」36.2%微増だが、40%には達していない（△）生徒文集の取組等は継続しつつ、奨励していきたい。



ウ
・今年度も感染症の影響で中止が続いた（―）
・教科中心に３回（◎）


・今年度も感染症の影響で中止（―）
　教育実習の受け入れは行った。


エ
・１年生は将来のキャリアを考える中で、SDGｓの視点も含めて「製品開発」、２年生は防災学習に取り組む。調べ学習から探究へと意識。2月に発表会実施（◎）


	３　多様性を認識し、互いに切磋琢磨し支え合いながら、未知なる　　
ものに果敢に挑戦し、新しい価値を創造する力を育む
	ア
良好な人間関係の構築


イ
安全安心な学校づくりの推進







ウ
異文化理解



エ
世界の持続発展に貢献できる力の育成
	ア
・藤蔭祭等の学校行事や部活動を通じて、コミュニケーション力や調整力を身に着け、よりよい人間関係を構築する。

イ
・全教職員が協力して生徒理解を深めるとともに生徒の規範意識を醸成する。


・教育相談体制の一層の強化とケース会議や教育支援の体制の構築。




ウ
・国際交流の実施は今年度も難しいかもしれないが、それに代わる取組みの中で、異文化理解を深める。


エ
・ユネスコスクールの活動の活性化をはかり、多くの生徒が行動するきっかけを作ったり、SDGsに関係する取組を推進し、学校外との連携や生徒の活動の場を広げ、生徒の成長につなげる。
	ア
・学校教育自己診断「学校へ行くのが楽しい」の積極的回答90%以上維持。〔91.9%〕
・１年生の部活動加入率95%以上維持。〔95.6%〕

イ
・学校教育自己診断で、保護者の「相談対応への満足度」60%後半維持。〔65.4%〕生徒の「担任意外にも気軽に相談できる先生がいる。」45%前後維持。〔44.5%〕
・教育相談委員会で集約した情報の教職員への共有やケース会議等の開催等、より迅速に対応できる体制を作る。学校教育自己診断（新設項目）教職員の肯定感50%以上〔新規〕


ウ
・例年の国際交流等の取組みの代替案の実施。
　２つ以上。〔新規〕
　

エ
・生徒の参加の機会、地域との交流の機会をできるかぎり持つ、〔令和２年度コロナ禍により０回。令和元年度：９回〕
・生徒が活動できる場を開拓する。１つ以上
〔新規〕
	ア
・「学校へ行くのが楽しい」89.9%（△）withコロナの生活が長引く中で、よりきめ細やかに見ていく必要がある。
・加入率95.2%（○）
イ
・保護者64.6% 微減　生徒67.2%(質問を昨年度は、「保健室や相談室等」と限定していた)様々に不安を抱える生徒への対応は、２名のSCとも連携し、きめ細かく行っている（○）
・支援コーディネーターを独立させ、教育相談委員長や養護教諭と３人体制にし、教育相談委員会に保健部長、支援委員会に教務部長を加え、担任が抱え込まない体制作りを行った。教職員の肯定感66.7%(昨年度「教育相談体制の整備」60.8%)
 （◎）
ウ
・代替案夏の英語合宿や３月の留学生との研修の企画はいずれも感染症の影響で中止。別の企画で生徒募集したが、合同実施の他校も含め、応募集が少なく実現できず。代替案３つ（―）
エ
・去年に引き続き、中止となった（―）

・地域の清掃活動に生徒会が参加（○）
来年度はもっと積極的に、withコロナでも活動できる機会を作っていく必要がある。

 

	４　教職員の同僚性を高め、新たな課題に対してもチームで克服できる体制を整え、学校力の向上を図る
	ア
機能的な体制づくり



イ
連携の強化
	ア
・時間外勤務時間の原因の分析を行い、縮減に向けて
の対策を講じる。



イ
・運営委員会への意見の集約、運営委員会からの周知
等を丁寧に行い、連携を強化し、動きやすい環境づく
りを行う。
	ア
・安全衛生委員会を中心に時間外勤務時間の縮
減について、全校的に対策を考え、実行に移す。
月平均前年度より減。〔33.1時間〕


イ
・学校教育自己診断における教職員の「各分掌や各学年間の連携が円滑に行われ、有機的に連携している」50%前後をめざす。〔46.4%〕
	ア
・新システムでの月平均は、39時間29分。校外での部活動付き添いや出張が加算され、大幅増。昨年度と同じシステムでの月平均は、32.1時間で減少している。（○）

イ
・肯定的回答38.9%で減少（△）「そう思う」は、昨年度の０%から7.4%に、「まったく思わない」が12.5%から7.4%へと向上しているが、全体の肯定感は、7.5ポイント減。具体的な要因を明確にし、次年度に活かしたい。








